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概要

• 2008/4/10-14
米フロリダ州マイアミにて開催

• ASIS&T(American Society for Information Science and 
Technology)が主催、IA Institute

• 4/10、11はチュートリアル
4/12～14はパラレルセッション（３＋αトラック）
4/13にポスターセッション

• 世界各国から約700名が参加
日本からは３名が参加
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全体の傾向

• コアメンバーの世代交代

• よりビジネスレイヤーの話と、実装よりの話が混在

• 参加者の肩書きは、IA、UXあたりが多い

• IAの基礎教養自体はだいたい普及している

• 発表内容にばらつきがある

• ベテランのエンターテインメントとしてのプレゼンテーション

• 学会発表的なプレゼンテーション
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Content Page Design Best Practice 
- Luke Wroblewski

• Webエコノミクス（Web生態系）＝
サイトはネット上でつながっている

• IM、SNS、blog、ソーシャルブックマーク、etc

• どこから来ても対応できるように、以下の機能を用意する

1. コンテンツ（内容）

2. 文脈（現在地、サイトロゴ、グロナビ）

3. 関連（関連リンク、同一レイヤのリンク、外部リンク）
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© Luke Wroblewski
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Search Pattern 
- Peter Morville

http://www.slideshare.net/morville/search-patterns

• サイト上の「検索」のパターンを洗い出す
• 「行動パターン」「デザインパターン」の組み合わせで
考える

• 再帰的な行動なので、行動自体が変容していく
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Storytelling, A Compelling Design Tool 
- Dorelle Rabinowitz

http://www.slideshare.net/dorelvis/storytelling-a-compelling-design-tool

• コミュニケーションデザインはストーリーをもとにすることが効果的

★ ストーリーによって、アクションやモチベーションの理解が進む

★ ストーリーによって学習や共有を促進する

★ ストーリーによって促進される

• コンテンツデザインにも役立つ

• ワークショップで行うとみなの理解を促進させられる
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The Audiences & The Artifacts
- Nathan Curtis

http://www.slideshare.net/nathanacurtis/audiences-artifacts

• IAドキュメントを整理する

1. 使うべきフェーズ

2. 対象者

• 「ひとつで全員向け」はムリ

• 対象ユーザーごとに

• 納品物のライフサイクル
準備、コンセプト、バリエーション、ディテール
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Site-it®: A Site Structure
Prototyping Tool

• サイトマッププロトタイプツール
• クライアントとデザイナーがいっしょに
ワークショップできるツール
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Site-it® サイトストラクチャ
プロトタイプツール

ポータル

トップ／カテゴリトップ

リスト

テキスト サムネイル付 サムネイルのみ

詳細

テキストベース テキスト＋画像

フォーム

フォーム
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